
化学療法を受けられる患者様へ（DAY8投与）  尿路上皮化学療法（GC）パス（8日間投与）【17024-00】 

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります  市立札幌病院 泌尿器科 2018年 9月、2024年 5月改訂 

患者氏名：            様  入院病棟：    病棟  主治医：      受け持ち看護師：              No1/2 

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

入院日数 1 日目 2 日目 ３～４日目 ５日目 ６日目 
イベント 入院日 治療 1日目 治療２～３日目 治療４日目 治療 5日目 

目標 

毎日看護師と 

評価します 

□入院生活、治療のスケジュールについて理解

できる。分からないことを質問出来る 

□吐き気、食欲不振、体のだるさがない 

□治療の合併症について分かる 

□吐き気、食欲不振、体のだるさがない 

□治療の合併症について分かる 

内服 
注射 

・現在内服している薬を確認させていただきま

す 

・治療中に内服する薬を看護師がお配りします。（GC 療法:ゲムシタビン・シスプラチンでは治療 2 日目から 5日目まで、GCb 療法:ゲムシタビン・カルボプラ

チンでは治療当日から 4日目まで） 

・嘔気があれば、お薬をお渡しします。我慢せず、お知らせください 

うがい薬をお渡しするので、毎食後にうがいを行ってください 

検査 
・採血とレントゲンが 

あります 

・朝 1番の尿検査、採血があります  ・朝 1番の尿検査、採血があります  

 

治療 
処置 

・治療に必要な点滴のカテーテルを 

入れる処置があります 

・点滴を開始します（GCb 療法では入院 2日目と 9日目の

み点滴があります） 

・点滴内容についてはパンフレットを参照してください 

・点滴が終了します  

食事 
飲水 

・特に制限は 

ありません 

・吐き気などの症状がでることがあります。特に制限はないので食べやすいものを食べてください 

・食事内容の変更もできますので相談してください 

清潔 

・点滴カテーテルは保護してシャワ

ー浴ができます 

・治療薬投与中でなければ、点滴のカテーテルを保護してシャワー浴ができます。体調に応じて 

体を拭いたり、頭を洗うこともできますのでお声かけください 

 

排泄  ・治療の副作用で下痢や便秘になることがあります。整腸剤や下剤を使用することができるので看護師に相談してください 

安静 
活動 

 

・制限はありません。 

・特に制限はありませんが、化学療法中の外出、外泊はできませんのでご了承ください 

説明 
指導 

・看護師が入院後の生活、予定について説明しま

す 

・薬剤師から抗癌剤についての説明があります 

・入院中に栄養士から食事の説明があります

（  月  日） 

・毎日朝食前と夕食前に体重測定を行い、用紙に記載してください(GCb 療法の方は不要です) 

・体重に応じて尿を出す薬を使用します。 

 

 



化学療法を受けられる患者様へ（DAY8投与）  尿路上皮化学療法（GC）パス（8日間投与）【17024-00】 

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります  市立札幌病院 泌尿器科 2018年 9月、2024年 5月改訂 

患者氏名：              様  入院病棟：         病棟 主治医：            受け持ち看護師：          No2/2 

日付 ／ ／ ／ ／ 

入院日数 7 日目 8 日目 9 日目 10 日目 

イベント 治療 6日目 治療７日目 治療８日目 退院日 

目標 

毎日看護師と 

評価します 

□吐き気、食欲不振、体もだるさがない 

□治療の合併症について分かる。 

□発熱がない 

□検査データに異常がみられない 

□日常生活の注意点について理解できる 

□発熱がない 

□日常生活の注意点について理解できる 

□発熱がない 

□日常生活の注意点について理解できる 

内服 
注射 

・嘔気があればお薬を渡しします。我慢せずお知らせください。 

・毎食後にうがいをしてください。 

検査 
 ・朝 1番の尿検査、採血があります   

治療 
処置 

 ・治療の点滴をします 

・今後の治療計画によりますが、点滴の

カテーテルは挿入したままとなります 

 

食事 
飲水 

・吐き気などの症状がでることがあります。特に制限はないので食べやすいものを食べてください。 

・食事内容の変更もできますので相談してください。 

清潔 
・点滴のカテーテルを保護してシャワー浴できます 

排泄 
 

・治療の副作用で下痢や便秘になることがあります。整腸剤や下剤を使用することができるので看護師に相談してください。 

安静 
活動 

 

・特に制限はありません。 

説明 
指導 

 ・外来での治療が初回の場合は、治療について説明

があります 

・退院後の生活の注意点や点滴のカテーテルがある

場合は管理方法を看護師から説明します 

・診察券と次回予約票をお渡しします 

・退院手続きは看護師から連絡があるまで病室でお

待ちください 

・お帰りの際に、1階の会計 10 番、11 番または自

動精算機で精算をお願いします。土日、祝日の場合

は郵送となります 

 


